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報広
いつまでも健康で住み続けられる、住みたくなるまち

凛として厳か
未来へのこす誇れる景観
四季折々に美しい姿を見ることができる添田町。雄大な自然に包ま
れ、英彦山の山岳信仰に由来する歴史・文化が重なり唯一無二の姿を
誇る町の景観を次世代へ引き継ぐため、「添田町景観計画」を策定しま
した。（詳細は２～５ページ） No.751
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　添田町の景観構造は、その成り立ちによっ
て「自然の景観」、「歴史・文化の景観」、「暮
らし・まちの景観」の３つで構成されます。
この景観構造はそれぞれ町の良好な景観を創
り出す基盤となる「景観の骨格」、固有の歴史
や文化、風土などが積み重なり形成された「景
観の積層」、現代の人々の暮らしや文化からつ
くられる「景観の表情」として捉えることが
できます。これらを把握したうえで町のエリアを５つに分けて分析し、添田町らしさを代表する景観との関係
性を踏まえながら、エリア別の景観形成方針を設定しました。

３　広報そえだ（令和６年５月号）

「英彦山」として培われた固有の歴
史・文化、豊かな自然を活かし、
風格と趣のある景観づくりに取り
組みます。

地域の歴史・文化を活かしな
がら、活力ある町並みや良好
な生活環境の構築を目指した
景観づくりに取り組みます。

英彦山へ至る直近の地域にふさわ
しい色どりを有する添田町の「も
う１つの顔」として、連なる山々
と麓に広がる田園風景や彦山川の
水辺空間を活かした景観づくりに
取り組みます。

のどかな田園風景と緑豊かな環境
を守りながら、社寺とその周辺が
もたらす文化的な景観づくりに取
り組みます。

四季折々の自然風景を写
すダム湖と段々に連なる
田園風景や山なみを活か
した景観づくりに取り組
みます。

広報そえだ（令和６年５月号）　２

　

添
田
町
は
、
令
和
４
年
２
月
に
景
観
行
政

団
体
へ
移
行
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
時
代
の
流
れ
に
よ
り
生
活
様
式
や

形
態
が
大
き
く
変
化
し
、
近
隣
で
も
大
規
模

開
発
な
ど
に
よ
っ
て
景
観
が
阻
害
さ
れ
る
事

案
が
発
生
し
て
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ら
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
規
制
や
誘
導
が
有

効
で
す
が
、
そ
の
規
制
・
誘
導
が
皆
さ
ん
の

生
活
を
著
し
く
制
限・制
約
す
る
も
の
と
な
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
実
情
に
応
じ
た
基
準

（
ル
ー
ル
）
に
よ
る
景
観
づ
く
り
を
実
践
す
る

た
め
に
、
添
田
町
景
観
計
画
を
策
定
し
、
条

例
を
制
定
し
ま
し
た
。

【
基
本
理
念
】

　
悠
久
の
魅
力
を

　
「
み
ん
な
で
つ
な
ぐ
」
景
観
づ
く
り

町
に
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
、
事
業
者
の
皆

さ
ん
、
そ
し
て
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

「
景
観
」
を
意
識
し
て
行
動
し
、
基
本
理
念
が

実
現
で
き
る
よ
う
、
３
つ
の
基
本
方
針
を
定

め
ま
し
た
。

【
基
本
方
針
１
】

　
一
人
ひ
と
り
主
役
と
な
っ
て　

　
み
ん
な
で
景
観
づ
く
り
に
取
り
組
む　

町
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
が
、
一
人
ひ
と

り
主
役
と
な
っ
て
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

景
観
計
画
が
目
指
す

基
本
理
念
と
基
本
方
針

の歴の
し、しししし
取り取取り取取り

地域の歴地域 歴
がら、活がら 活
な生活環な生 環な生活環
景観づく景観 く景観づく

さわささわささわ
「も「「も「「も
山々山山々山山々
川の川
りにり

環境環
辺が辺が
に取にに取

四季四季四季
すダすダすダ
田園田園田園
した
みま

「
景
観
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
践
す
る
な
か
で
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
、
町
へ
の
愛
着
や
誇

り
を
よ
り
高
め
る
こ
と
な
ど
を
目
指
し
ま
す
。

【
基
本
方
針
２
】

　
自
然
と
歴
史
を
礎
に
人
々
の
暮
ら
し
が

　
息
づ
く
景
観
を
守
り
育
て
る

　

先
人
た
ち
が
積
み
重
ね
て
き
た
も
の
を
大

切
に
し
、
自
然
や
田
園
風
景
と
人
々
の
生
活

が
調
和
し
た
景
観
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
特
性
や
持
続
的
な
発
展

を
考
慮
し
つ
つ
、
人
々
の
心
を
豊
か
に
す
る

景
観
の
創
出
、
神
幸
祭
を
は
じ
め
と
す
る
多

様
な
文
化
お
よ
び
文
化
的
景
観
の
保
全
・
継

承
な
ど
に
努
め
ま
す
。

【
基
本
方
針
３
】

　
「
添
田
町
ら
し
い
」
景
観
を

　
誇
れ
る
財
産
と
し
て
未
来
へ
繋
ぐ

先
人
の
創
意
工
夫
で
積
み
重
ね
ら
れ
た
本

町
特
有
の
景
観
に
、
新
た
な
価
値
や
魅
力
を

付
け
加
え
、
誇
れ
る
財
産
と
し
て
次
の
世
代

へ
と
受
け
継
い
で
い
く
た
め
に
、
世
代
を
超

え
た
景
観
づ
く
り
の
担
い
手
育
成
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

広
く
町
全
域
に
わ
た
っ
て
分
布
し
て
い
る

景
観
資
源
の
保
全
・
活
用
や
創
出
・
育
成
を

総
合
的
か
つ
一
体
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
景
観
計
画
区
域
は
町
全
域
と

し
ま
す
。

町
内
全
域
が

景
観
計
画
の
対
象
区
域
に

　

春
に
は
桜
が
咲
き
ほ
こ
る
添
田
公
園
、
夏

に
は
満
天
の
星
空
の
下
、
彦
山
川
・
中
元
寺

川
・
今
川
に
ホ
タ
ル
が
舞
い
、
秋
に
は
英
彦

山
の
各
所
に
広
が
る
紅
葉
、
冬
に
は
白
雪
が

お
り
な
す
幻
想
的
な
風
景
な
ど
四
季
折
々
の

美
し
い
自
然
が
残
る
添
田
町
。
こ
れ
ら
の
自

然
に
抱
か
れ
た
田
園
と
町
な
み
に
人
々
の
暮

ら
し
が
息
づ
き
、
英
彦
山
の
山
岳
信
仰
に
由

来
す
る
歴
史
や
文
化
な
ど
が
積
み
重
な
っ
て
、

「
添
田
町
ら
し
い
」
良
好
な
景
観
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
誇
れ
る
景
観
を
、
町
民
だ
け

で
な
く
、添
田
町
を
訪
れ
る
人
た
ち
に
も
『
ふ

る
さ
と
の
姿
』
と
し
て
感
じ
て
も
ら
え
る
よ

う
守
り
育
て
て
い
き
、
次
世
代
に
誇
れ
る
財

産
と
し
て
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
を
目
指
し
、

景
観
法
に
基
づ
く
「
添
田
町
景
観
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

景
観
計
画
の
策
定
に
よ
り
、
令
和
６
年
10

月
31
日
以
降
に
大
規
模
な
建
築
物
な
ど
の
建

設
や
大
規
模
開
発
を
行
う
際
に
は
法
に
基
づ

く
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
詳
細
は
４
〜

５
ペ
ー
ジ
）

　

景
観
計
画
は
、
景
観
法
に
基
づ
い
て
景
観

行
政
団
体
（
良
好
な
景
観
形
成
の
た
め
に
計

画
の
策
定
や
変
更
、
行
為
の
規
制
な
ど
の
業

務
を
担
う
行
政
の
こ
と
）
が
策
定
す
る
も
の

で
、
良
好
な
景
観
の
保
全
や
形
成
を
図
る
た

め
に
必
要
と
な
る
方
針
な
ど
を
定
め
た
計
画

で
す
。

景
観
計
画
と
は

景
観
計
画
の
必
要
性

「添田町景観計画」策定
添田町の景観特性

エリア別の景観形成方針

魅力ある風景を次の世代へ引き継ぐため

「添田町景観計画」策定

問 役場商工観光振興課歴史文化財係（☎82-1236）



広報そえだ（令和６年５月号）　４

景観計画では、良好な景観の維持形成に向け、景観に大きな影響を及
ぼす建築行為や開発行為などを行う際の「景観形成基準」と「届出対
象行為」を定めています。今後、建築などを行う際には行為の制限を
受けたり、届出などが必要となることがあります。町民の皆さん、事
業者の皆さんは、地域の景観形成に関わる主体として良好な景観づく
りにご協力をお願いします。

▶景観形成基準の主な項目（抜粋）

建築物

形態意匠 　周囲の景観（自然、町並み、田園など） と調和した形態意匠、周囲の山なみへの眺望
　や見通しの確保、彩度・明度の配慮など

建築設備 　道路などの公共の場からできるだけ見えない位置に設置、目隠し等による措置など

外構 　塀や柵・垣などが周辺景観に調和するよう配慮（高さ、形態意匠、色彩、材料など）

工作物 形態意匠 　周囲の町並みや景観との調和に配慮、周囲の山なみへの眺望や見通しの確保、彩度・
　明度の配慮、送電・通信等の工作物の共同設置・共用化など

開発行為等 　植生や自然環境および周辺環境への影響を考慮し、景観上の違和感を生じさせないよう配慮

対　象 届出対象規模 （「景観形成一般区域 （町全域）」）

建築物
新築、増改築又は移転 　高さが13ｍ以上、または延べ床面積が500㎡以上のもの

外観を変更する修繕、
模様替え、色彩変更

　前記の規模で外観の変更行為のうち、外観の変更に係る面積が全体
　の見付面積の1/2 以上となるもの

工作物

工作物の新設、
増改築、移転、
外観変更を伴う
修繕、模様替え、
色彩の変更など

塔状 　全長15ｍ、または地上高が12ｍを超えるもの（鉄塔、屋外照明など）

壁状 　高さが３ｍを超え、かつ見付面積が100㎡を超えるもの（擁壁、柵、
　塀、フェンスなど）

その他 　地上高15ｍを超えるもの、または築造面積が1,000㎡を超えるもの
　（遊戯施設、製造施設、貯蔵施設、処理施設、立体駐車場など）

開発行為等

開発行為 　面積が3,000㎡を超えるもの

太陽光・水素等発電施設 　地上高が12ｍを超えるもの、または築造面積が1,000㎡を超えるもの

土地の形質の変更等 　面積が3,000㎡を超えるもの

木竹の伐採 　林地以外への転用を目的とした伐採で、伐採面積が3,000㎡を超える
　もの

屋外における物件の堆積 　堆積の高さが５ｍ、または面積1,000㎡を超えるもの

日　時 会　場

５月30日㈭19時～20時30分 中元寺公民館

６月６日㈭19時～20時30分 津野公民館

６月13日㈭19時～20時30分 彦山地区総合センター

６月20日㈭19時～20時30分 英彦山公民館

６月25日㈫19時～20時30分

オークホール６月26日㈬19時～20時30分

６月29日㈯10時～11時30分

令和６年10月31日以降に着工する建物や工作物などが対象

景観計画策定に伴う事前協議・届出

※届出対象・規模に満たない建築物などは届出の必要はありませんが、良好な景観形成を図るため、景観形成基準への配慮を
お願いします。また、すでに建っている建築物などは届出の必要はありませんが、今後、増改築や外観の変更をする場合で届
出が必要な規模を超えるものは、届出をお願いします。

　景観計画は、良好な景観を形成するために地域の
特性に応じた景観形成に影響する建築物などを適切
に誘導する必要があります。景観計画区域内の建築
物の建築、工作物の建設、開発行為等について、そ

▶景観形成基準の適用例（建築物の場合）

　大規模な建築物や工作物などは周囲の景観に大き
な影響を及ぼします。10月31日以降に次の規模以上
の建築物の建築や工作物の建設、開発行為などに着
手するときは、事前相談、届出が必要になります。
　規定により行為の届出は工事着手の30日前までに
行っていただく必要があるため、事前相談・協議は

れぞれに良好な景観形成のための行為の基準（景観
形成基準）を定めており、大規模な建設・建築などは、
届出を必要とする行為（届出対象行為）として町へ
の届出が必要となります。

届出対象行為の構想・計画段階のなるべく早い時点で
行ってください。届出受理後、町で景観形成基準適合
の審査を行います。審査期間中（30日間～最大90日間）
は、行為に着手することができません。なお、適合の
時は適合通知を、不適合のときは助言・
指導などを行います。

　景観計画を推進するためには町民の皆さん、
事業者の皆さんと町がそれぞれの立場で「景
観」を意識して、連携することが重要になり
ます。そのため、景観計画の目的や景観形成
基準の詳細などの情報共有を目的に説明会を
開催します。説明会はお住いの地域に関係な
くどの会場でも参加可能です。

景観計画に基づく景観形成基準と届出対象行為

景観計画に関する説明会

届出対象行為

景観形成基準

皆さんのお越しを

お待ちしています！！

５　広報そえだ（令和６年５月号）

詳しくは町ホームページで確認ください→

問 役場商工観光振興課歴史文化財係（☎82-1236）



広報そえだ（令和６年５月号）　６７　広報そえだ（令和６年５月号）

◉
添
田
町
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画（
第
２
期
）認
定

平
成
26
年
６
月
に
、
町
の
文
化
財
や
伝
統
芸
能
を
保
存
・
継
承
す
る
た
め
、
国
か
ら
認
定
を
受
け
た
「
添
田

町
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」。
令
和
５
年
度
の
計
画
期
間
満
了
を
前
に
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
や
課
題
を

踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
歴
史
・
文
化
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
令
和
６
年
度
か
ら
15
年
度

ま
で
の
10
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
「
添
田
町
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
（
第
２
期
）」
を
策
定
し
、
３

月
18
日
、
文
部
科
学
大
臣
・
農
林
水
産
大
臣
・
国
土
交
通
大
臣
か
ら
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

歴
史
的
風
致
と
は
「
地
域
に
お
け
る
そ
の
固

有
の
歴
史
や
伝
統
を
反
映
し
た
人
々
の
活
動
と

そ
の
活
動
が
行
わ
れ
る
歴
史
上
価
値
の
高
い
建

造
物
や
そ
の
周
辺
の
町
並
み
と
が
一
体
と
な
っ

て
形
成
し
て
き
た
良
好
な
市
街
地
の
環
境
」
と

定
義
さ
れ
、
単
に
歴
史
上
価
値
の
高
い
建
造
物

が
存
在
す
る
だ
け
で
な
く
、
歴
史
と
伝
統
に
誇

り
を
持
ち
な
が
ら
地
域
の
生
活
が
息
吹
く
こ
と

で
歴
史
的
風
致
が
形
成
さ
れ
ま
す
。

　

第
１
期
計
画
は
町
内
に
残
る
英
彦
山
神
宮

奉ほ
う
へ
い
で
ん

幣
殿
や
中
島
家
住
宅
な
ど
の
歴
史
的
建
造
物

と
修
験
道
に
関
す
る
祭
礼
や
神
幸
祭
な
ど
の
伝

統
文
化
を
保
存
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
活

用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
図
る
た
め
に
策
定
し
、

全
国
で
は
46
都
市
目
、
福
岡
県
で
は
太
宰
府
市

に
続
き
２
番
目
に
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

様
々
な
理
由
で
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
歴
史
的
風

致
。
計
画
で
は
英
彦
山
神
宮
に
ま
つ
わ
る
歴
史

的
風
致
や
添
田
本
町
地
区
と
神
幸
祭
に
み
る
歴

史
的
風
致
な
ど
６
つ
の
維
持
向
上
す
べ
き
歴
史

的
風
致
を
定
め
、
こ
れ
を
後
世
に
継
承
す
る
た

め
、
計
画
期
間
で
あ
る
平
成
26
年
度
か
ら
令
和

５
年
度
ま
で
の
間
、
歴
史
的
風
致
の
維
持
向
上

に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

旧
日
田
街
道
に
位
置
す
る
国
指
定
重
要
文
化

財
中
島
家
住
宅
で
は
、
経
年
劣
化
に
伴
う
損
傷

の
進
行
に
加
え
、
地
盤
沈
下
と
そ
れ
に
伴
う
建

物
へ
の
影
響
、
耐
震
性
能
の
不
足
な
ど
を
踏
ま

え
、
５
年
の
歳
月
を
か
け
半
解
体
を
伴
う
保
存

修
理
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
修
理
後
は
一
般
公

開
さ
れ
、各
種
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

英
彦
山
地
区
で
は
、
英
彦
山
神
宮
銅
鳥
居
か

ら
英
彦
山
神
宮
奉
幣
殿
ま
で
の
総
延
長
約
885

メ
ー
ト
ル
の
参
道
を
歴
史
的
風
致
形
成
建
造
物

に
指
定
し
、
石
段
や
水
路
な
ど
の
保
存
整
備
に

加
え
、
水
道
パ
イ
プ
の
撤
去
や
消
火
設
備
の
色

彩
の
調
和
な
ど
、修
景
整
備
を
実
施
し
ま
し
た
。

併
せ
て
英
彦
山
神
宮
が
行
っ
て
い
る
上
宮
の
被

害
状
況
把
握
調
査
や
保
存
修
理
工
事
に
対
し
、

助
言
と
と
も
に
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

旧
日
田
街
道
の
町
屋
と

　
　
　

英
彦
山
地
区
の
修
景
改
修

未
来
へ
つ
な
ぐ

歴
史
を
紡
い
だ
ま
ち
づ
く
り

　

英
彦
山
内
に
存
在
す
る
社
殿
や
修
験
窟
、
宿

坊
、
遺
跡
な
ど
の
後
世
へ
の
継
承
に
向
け
総
合

調
査
を
進
め
、「
英
彦
山
総
合
調
査
報
告
書
」

を
刊
行
、
国
に
お
い
て
も
文
化
的
価
値
が
認
め

ら
れ
「
英
彦
山
」
は
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
国
名
勝
「
旧
亀
石
坊
庭
園
」
以

外
の
宿
坊
庭
園
の
調
査
な
ど
を
進
め
、「
英
彦

山
」
と
同
じ
く
そ
の
文
化
的
価
値
の
高
さ
か
ら

「
旧
亀
石
坊
庭
園
」
に
新
た
に
6
つ
の
庭
園
が

追
加
さ
れ
、
名
称
を
「
英
彦
山
庭
園
」
と
し
て

国
名
勝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
歴
史
的

風
致
を
構
成
す
る
建
造
物
や
環
境
、
民
俗
芸
能

な
ど
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
す
る
た
め
、
重
点

区
域
で
あ
る
英
彦
山
区
域
で
ま
ち
づ
く
り
を
担

う
団
体
の
設
立
に
向
け
た
地
域
関
係
者
と
の
勉

強
会
を
通
じ
て
「
英
彦
山
門
前
町
同
好
会
」
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
同
会
で
は
歴
史
的
風
致
を

伝
え
る
活
動
を
は
じ
め
、
英
彦
山
山
伏
の
暮
ら

し
を
伝
え
る
山
伏
体
験
会
や
、
英
彦
山
神
宮
参

道
で
開
か
れ
る
英
彦
山
参
道
マ
ル
シ
ェ
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
は
平
成
27
年
に
歴
史
テ
キ
ス
ト
な

ど
を
作
成
し
、
郷
土
愛
の
醸
成
や
地
域
の
伝
統

芸
能
へ
の
理
解
を
促
す
た
め
町
内
小
学
校
の
授

業
な
ど
で
活
用
し
、
学
芸
員
に
よ
る
歴
史
・
文

化
を
伝
え
る
「
出
前
授
業
」
や
「
出
前
講
座
」

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
風
致
の
維
持
向
上
を
第

１
期
計
画
に
基
づ
き
10
年
か
け
て
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
約
７
割
の
人

が
町
の
歴
史
的
な
風
情
や
情
緒
の
向
上
を
「
感

じ
な
い
」
と
回
答
し
て
お
り
、
ま
た
、
各
地
域

で
行
わ
れ
て
い
た
神
幸
祭
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
数
年
間
休
止
さ
れ
、
長

年
の
担
い
手
不
足
と
相
ま
っ
て
、
活
動
の
継
承

や
郷
土
愛
の
醸
成
な
ど
さ
ら
な
る
課
題
解
決
に

向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

第
２
期
計
画
で
は
国
指
定
重
要
文
化
財
中
島

家
住
宅
を
よ
り
多
く
の
人
に
訪
れ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
風
格
あ
る
庭
園
整
備
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
第
１
期
計
画
で
実
施
で
き
な
か
っ
た

英
彦
山
ス
ロ
ー
プ
カ
ー
花
駅
の
駅
舎
と
し
て
利

用
し
て
い
る
旧
英
彦
山
小
学
校
を
周
囲
と
の
調

和
を
図
る
た
め
の
修
景
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
意
識
向
上
推

進
事
業
に
つ
い
て
、「
郷
土
を
愛
す
る
子
ど
も

の
育
成
」
が
学
校
教
育
の
重
点
目
標
の
一
つ
と

し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
年
間
指
導

計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
学
校
・
関
係

課
と
の
連
携
を
密
に
行
い
ま
す
。

　

神
楽
や
獅
子
楽
な
ど
の
保
存
団
体
と
伝
統
芸

能
の
継
続
や
後
継
者
育
成
に
向
け
た
協
議
を
行

う
と
と
も
に
、
保
存
団
体
の
活
動
や
歴
史
文
化

を
活
か
し
た
団
体
に
対
す
る
支
援
を
行
い
、
皆

さ
ん
が
日
々
の
生
活
の
中
で
歴
史
的
風
致
を
感

じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

歴
史
的
風
致
維
持

　
　
　

向
上
計
画
の
概
要

ま
ち
づ
く
り
団
体
の
創
設
と

　
　
　

郷
土
愛
の
醸
成

第
２
期
歴
史
的
風
致
維
持

　
　
　

向
上
計
画
で
の
取
り
組
み

英彦山門前町同好会主催の
英彦山参道マルシェ

町学芸員による
出前授業

国指定重要文化財中島家住宅で
行われたお抹茶の振る舞い

保存修理工事が完了し
一般公開されている中島家住宅

石段などの保存整備が行われた
英彦山神宮参道

国の名勝指定を受けた
旧座主院御本坊庭園

本町地区の神幸祭にみる
歴史的風致

彦山踊りにみる
歴史的風致

落合獅子楽にみる
歴史的風致

野田獅子楽にみる
歴史的風致

英彦山神宮神幸祭にみる
歴史的風致

津野神楽にみる
歴史的風致

問 役場商工観光振興課歴史文化財係（☎ 82-1236）



令
和
６
年
度

均等割額 60,004円

所得割率 11.83%

賦
※1

課限度額 80万円

９　広報そえだ（令和６年５月号） 広報そえだ（令和６年５月号）　８

▶令和６年度の保険税
【改正後】令和６年度

区分 医療保険分 後期高齢者
支援金分

介護納
付金分

所得割 7.4％ 2.5％ 2.3％

均等割 22,800円 10,000円 9,200円

平等割 26,400円 9,600円 7,600円

賦課限度額 65万円 24万円 17万円

【改正前】令和５年度

区分 医療保険分 後期高齢者支援金分
介護納
付金分

所得割 7.4％ 2.4％ 2.3％

均等割 22,000円 9,200円 8,800円

平等割 26,400円 9,200円 7,200円

賦課限度額 65万円 22万円 17万円

国 民健康保険は、
病気やけがをし

たとき安心して医療を
受けられるよう加入者
の皆さんが、国民健康

保険税を出し合い、支え合う制度です。平成
30年度の国保改革で県が財政運営の責任主体
となり市町村と一緒に運営を行っています。
町では国民健康保険医療費の増加や被保険者
の減少に伴い厳しい財政状況ではありますが
急激な保険税の増額を避けるため、段階的に
保険税を見直しており、令和６年度の保険税
率が決まりましたので、お知らせします。

　世帯の所得額に応じて「均等割」と「平等割」が７割・５割・
２割軽減されます。税の申告をしていない（未申告）の場
合、軽減は受けられません。国民健康保険に加入している
人は、収入がない場合も申告が必要です。申告をしていな
い人は役場住民課税務・滞納対策係で申告をお願いします。

▶世帯所得に応じた軽減措置

軽減割合 　軽減対象者の要件（世帯の総所得額）

7割軽減 43万円＋10万円×（給与所得者の数ー１）

5割軽減 43万円＋（29万５千円×加入者数）
　　＋10万円×（給与所得者の数ー１）

2割軽減 43万円＋（54万５千円×加入者数）
　　＋10万円×（給与所得者の数ー１）

　被保険者が同じ月内に医療機関で治療を受け、自己
負担限度額を超えたときは、申請することで、その超
えた額が支給されます。自己負担限度額は被保険者に
よって異なります。支給額の見込みが5,000円以上の
人には、２か月おきに申請のお知らせを送付していま
すが、5,000円に満たない場合でも返還の対象になる

▶高額になった医療費の払い戻し制度

国民健康保険税率が
　　　決まりました

令 和 ６ 年 度

問 国民健康保険税に関すること
　    ⇒役場住民課税務・滞納対策係（☎ 82-1234）
　 国民健康保険の資格や給付に関すること
　　 ⇒役場住民課保険年金係（☎ 82-5966） 

場合があります。申請の際は、病院に医療費を支払っ
たときの領収書が必要です。また、
国民健康保険税に滞納が
ある時は支給されない場
合があります。詳しくは
問い合わせください。

●国民健康保険に加入している皆さん

▶保険料の軽減措置

▶令和６年度保険料

◉社会保険※7 の被扶養者であった人
の軽減

※４　「同一世帯」とは、４月１日時点（年度途中で75歳になる人、県外からの転入
者などはその時点）の世帯が基準となります。
※５　「軽減対象所得金額」とは、基本的に所得金額と同額ですが、満65歳以上の
人の公的年金は「公的年金等収入ー公的年金等控除額ー特別控除額15万円」となる
など例外があります。
※６　下部分の計算式は、同一世帯内の被保険者または世帯主が、給与所得また
は公的年金などに関する所得がある場合に適用されます。

※７　「社会保険」とは、全国健康保険協会管掌
健康保険、組合管掌健康保険、船員保険、共済
組合を指します。

　後期高齢者医療の対象となる（75歳到
達）前日まで社会保険の被扶養者であっ
た人は、２年間に限り５割軽減（所得割
額はかからず、年額30,002円。なお均等
割額の軽減について、７割軽減に該当す
る人は、７割軽減が優先）の軽減措置を
受けることができます。

後 期高齢者医療制度の
保険料率が改正され

ました。後期高齢者医療保
険は75歳以上の人、65歳か
ら74歳までで一定の障害の
状態にあると認定を受けた人が加入する医
療保険です。今年度は被保険者数の増加な
どにより医療給付費が年々増加している中、
医療費を支える支援金を支払う若年人口の
減少が進み、現役世代１人当たりの負担の
増加を緩和するため、また出産一時金を全
世代で負担する世代間負担の公平性の観点
から、保険料の負担率が上昇しました。

　４月１日時点（年度途中の加入の場合
はその時点）の同一世帯内の被保険者お
よび世帯主の軽減対象所得金額の合計額
に応じ、均等割額が軽減されます。

＋＝

　加入者全員が同じ金額を負担する「均等割額」と、個人ごとの総
※2

所
得金額等に応じて負担する「所得割額」との合計が保険料になります。

※１　昭和24年３月31日以前に生まれた人、令和７年３月31日までに障害認定により
被保険者の資格を有する人の賦課限度額は73万円になります。
※２　「総所得金額等」とは、前年中の「公的年金等収入ー公的年金等控除」、「給与収
入ー給与所得控除」、「事業収入ー必要経費」などの合計額で、各種所得控除前の金額で
す。障害・遺族年金などの非課税年金は、保険料算定の基礎となる所得に含まれません。
※３　令和５年中の基礎控除後の総所得金額等が58万円を超えない人の所得割率は
11.02%になります。

保険料
（年額） 60,004円 1

※３

1.83％
総所得金額等
ー基礎控除額

所得割額

×[ ]
均等割額

▶保険料額の算定方法

対象者の所得要件
　　【同一世帯※4内の被保険者と世帯主の
       軽減対象所得金額※5の合計額】

軽減割合
（均等割額の年額）

　43万円（基礎控除額）
　＋10万円×（給与所得者等の数ー１）※6以下 ７割（18,001円）

　43万円（基礎控除額）＋29万５千円×被保険者数
　＋10万円×（給与所得者等の数ー１）※6以下 ５割（30,002円）

　43万円（基礎控除額）＋54万５千円×被保険者数
　＋10万円×（給与所得者等の数ー１）※6以下 ２割（48,003円）

▶所
※1

得割…（加入者の前年総所得額－〔基
※2

礎控除43万円〕
　　　　　× 税率
▶均等割…加入者の人数 × 税額
▶平等割…１世帯あたりの税額
▶賦課限度額…区分ごとに課税される税額の上限額

▶保険料の算定方法

保険税
（年額） ＝ ＋ ＋

医療
保険
分

後期
高齢者
支援分

介護
納付金

分

※ 1　加入者ごとに計算します。
※ 2　「基礎控除」は、合計所得金額が2,400万円以下の場合は43
万円ですが、合計所得金額が2,400万円を超えると異なります。

後期高齢者
医 療 保 険 　 　 　 が
　　　決まりました

令 和 ６ 年 度

問 役場住民課保険年金係（☎ 82-5966）

料率
●後期高齢者医療に加入している皆さん

令
和
５
年
度

均等割額 56,435円

所得割率 10.54%

賦課限度額 64万円

際は、病院に医療費を支払っ
す。また、
が
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まちからのお知らせ＆情報

成 人用肺炎球菌ワクチンは、
高齢者の肺炎の原因菌第

１位の肺炎球菌が引き起こす肺
炎急性肺炎を約80％予防するワ
クチンです。
▶対象者　▷65歳の人（昭和34年４月２日～昭和
35年 4月１日の間に生まれた人）　▷60歳～64

　歳で心臓・腎臓・呼吸器の機能に障害があり、身
　の回りの生活を極度に制限される人　▷60歳～
64歳でヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能に

　障害があり、日常生活がほとんど不可能な人
※今年度65歳になる対象者に誕生月の月初めに郵
送でお知らせします。
▶予防接種期間 65歳の誕生日前日～66歳の誕生
　日の前日
▶接種料金　3,000円
問 役場健康子育て応援課健康・子ども保健係
　 （☎ 31-5001）

後期高齢者医療保険に加入の皆さんへ

歯科健診を受けましょう

接種の機会は生涯で１回のみです

肺炎球菌ワクチン接種を
実施しています

後 期高齢者医療広域連合では、被保険者を対
象に、口腔機能低下や肺炎などの疾病予防

のため歯科健診を実施します。対象者には、５月
下旬に受診券を送付します。
▶対象者　今年度76歳から80歳になる（昭和19年
　４月１日～昭和24年３月31日生まれ）被保険者
▶受診期間　歯科医院の休診日を除く６月１日㈯
　～12月31日㈫ 
▶自己負担金 300円
▶受診方法　歯科健診の実施
　医療機関で予約して受診
▶持参品　受診券、被保険者
　証またはマイナンバーカード
※マイナンバーカードを被保険者証として利用で
きるのは、マイナンバーカードを被保険者証利用
に対応する医療機関に限ります。
問 福岡県後期高齢者医療広域連合
　 お問い合わせセンター（☎092-651-3111）

６ 月から年に一度の健診が始まります。20歳以上
の女性、40歳以上の男性がいる世帯に、加入し

ている保険に関係なく健診の申込書を郵送しています。
また、昨年度から始まった若年健診は、対象となる30
歳から39歳までの国民健康保険加入者に申込書を郵送
しています。健診は自覚の症状がなく進行する「生活
習慣病」や「がん」を早期に発見する最大のチャンス
です。自分のため、家族のために、この機会にぜひ受
診しましょう。

※がん検診は、生活保護世帯、非課税世帯、70歳以上は無料。
※肝炎ウイルス検診は過去に受診した人、肝炎治療中の人は対象外。
※ピロリ菌とABC検査は、胃の既往歴がある人や、治療中、胃切除、腎不全、
腎機能障害、過去にピロリ菌を除菌した人、過去に検査した人は対象外。

特定健診・がん検診
●自分のため、家族のために。年1回の健診で１年間の安心を

●検査項目 特定健診、胃がん・肺がん・大腸がん・前立
　腺がん、肝炎ウイルス検診、ピロリ菌検査、ABC検査

▶今年も実施！若年健診
　　30歳代の国民健康保険加入者を対象に病気の早期発
　　見や生活習慣病予防などを目的に行っています。
▶特定健診受診でお買物券プレゼント！
　　40歳～74歳の国民健康保険加入者で特定健診を受診
　　した人に、道の駅歓遊舎ひこさんで使える「お買物
　　券500円分」をプレゼント。受診後に郵送します。
※若年健診、お買物券プレゼントは、どちらも国民健康保険税

　に滞納がない世帯に限ります。
若年健診・お買物券プレゼントに関する問い合わせ
　役場住民課保険年金係（☎82-5966）

総合健診

●検査項目　▶乳がん（マンモグラフィ検査、超音波検査）
　▷20歳～39歳＝超音波検査
　▷40歳代＝マンモグラフィ検査＋超音波検査
　▷50歳以上＝マンモグラフィ検査
▶子宮頸がん（細胞検査／昨年受診した人は対象外）　

婦人がん検診

●対象者　町内在住の40歳～74歳で、４月以降に被用者 
　保険（社会保険など）から特定健診受診券が届いた人
●自己負担額　送付された書類（特定健診受診券）で確
　認してください
●申込方法　事業所から送付される特定健診受診券と保
　険証を準備して役場健康子育て応援課健康・子ども保
　健係へ申し込みください

社会保検等被扶養者

問 役場健康子育て応援課健康・子ども保健係（☎31-5001）

健診（検診）項目 対象者 金額

若年健診 30歳～39歳の国保加入者 500円

特定健診 40歳～74歳の国保加入者 500円　    

後期高齢者健診 後期高齢者医療加入者 500円　

基本健診 40歳以上の生活保護世帯 無料　

胃がん検診
（バリウム検査） 40歳以上 1,000円　

肺がん検診 40歳以上 500円　

大腸がん検診 40歳以上 500円　

乳がん検診

20歳～39歳の女性 800円　

40歳～49歳の女性 1,500円　

50歳以上の女性 1,000円　

子宮頸がん検診 20歳以上の女性 700円　

前立腺がん検診 50歳以上 700円　

肝炎ウイルス検診 40歳以上 600円　

ピロリ菌検査 40歳以上 2,000円　
（助成なし）

ABC検査
（ペプシノゲン＋ピロリ菌） 40歳以上 3,000円　

（助成なし）

健（検）診日 会　　場 受付時間

６
月

３日㈪、４日㈫
９日㈰、12日㈬
  16日㈰　　 添田町体育館

（添田公園横）

８時30分
〜

11時30分
９
月  27日㈮

10
月

７日㈪、８日㈫
  20日㈰

期　間
クアハウス　プール利用時間

９時30分～12時 12時～18時 18時～21時

５月20日㈪～24日㈮

５月27日㈪～31日㈮

６月３日㈪～７日㈮

６月10日㈪～14日㈮

６月17日㈪～21日㈮

６月24日㈪～28日㈮

添田小学校の水泳授業のため、一般利用時間が制限されます

クアハウス「ハピネス」のプールを利用中の皆さんへ

添 田小学校の水泳学習を5月20日㈪から６月28日㈮までクアハウス「ハピネス」で行います。児童の水
泳学習時間中は、一般利用ができません。クアハウスの定期券をすでに購入されている人は、5月20

日㈪から６月28日㈮までの平日の利用ができない日数について有効期間の延長を行いますので、クアハウス
まで申し出ください。なお、期間中の土日は通常どおり利用できます。　 　問 クアハウス（☎82-5061）

12時～21時は
一般利用の時間帯です

小学校の水泳学習時間
（10時20分～11時30分）
のため、この時間帯は、
一般利用できません

いつまでも
笑顔で元気に
過ごそう！
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　 役場庁舎窓口と電話番号案内

役場庁舎１階

住民課福祉
環境課 水道課

出
納
室

▲
正面入口

◀東側入口

エレベーター

特１会議室

第３会議室

自動販売機

役場庁舎２階

道路整備課 住環境
整備課

防災
管財課

総務課

町長室

まちづくり課

第２会議室

第１会議室副町長室

応接室

総務課

農林業振興課
農業委員会

役場庁舎３階 議会事務局
庶務議事係 ☎ 82-4001

エレベーター

① ② ③ ④ ⑥ ⑦

⑩ ⑫ ⑬ ⑭

⑯

出納室（窓口番号⑥） ☎ 82-5960

財政課

福祉環境課（窓口番号①）

高齢者支援係

☎ 82-1232福祉・障がい者支援係

環境保全係

住民課（窓口番号③④⑤）

戸籍住民係 ☎ 82-1233

保険年金係 ☎ 82-5966

税務・滞納対策係 ☎ 82-1234 水道課（窓口番号⑦）

管理係
☎82-5961

工務係

農林業振興課（窓口番号⑩）

農業振興係

☎ 82-1237

農業委員会事務局

有害鳥獣係

林業振興係

森林土木係

道路整備課（窓口番号⑫）

道路河川係

☎ 31-5003
用地維持係

国土調査係

国道 500号担当係

住環境整備課（窓口番号⑬）

住環境・契約係
☎ 82-1235

建築係

防災管財課（窓口番号⑭）

防災安全係
☎ 82-4002

管財係

総務課（窓口番号⑮⑯）

総務係
☎ 82-1231

男女共同参画推進係

広報・秘書係 ☎ 82-4000

財政課（窓口番号⑰）

予算係
☎ 82-0350

財政調整係

まちづくり課（窓口番号⑨）

政策企画係

☎ 82-5965情報推進係

まちづくり推進係

教育委員会 学校教育課

学校教育係
☎ 82-5963

学校建設・施設管理係

教育委員会 社会教育課（オークホール）

社会教育係
☎ 82-2559

文化振興係

人権同和推進係 ☎ 82-5800

健康子育て応援課

健康・子ども保健係 ☎ 31-5001

福祉環境課

地域包括支援センター ☎ 41-3888

▶庁舎別館　電話番号案内

役場機構改変により各課・係の窓口番号と直
通電話番号を一部変更しています。直通電話
を利用することで待ち時間を短縮できます。

⑮

⑰

⑨

⑤

健康
子育て
応援課

⑪

商工観光振興課
英彦山振興室

健康子育て応援課（窓口番号②）

子ども育成・支援係 ☎ 82-5964

商工観光振興課（窓口番号⑪）

商工観光振興係

☎ 82-1236歴史文化財係
英彦山振興室
　英彦山振興係

児童館 ☎ 82-3402図書館 ☎ 82-4800

主
事
）

幹
部
職
員
の
配
置
は
次
の
と
お
り
で
す
。

添
田
町
機
構
配
置
図

　

４
月
１
日
付
で
行
っ
た
人
事
異
動
。

　

新
体
制
で
よ
り
一
層
き
め
細
や
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
ま
す
。

行
政
組
織
体
制

教育委員会

教育長 髙瀨　光一
町　長 寺西　明男
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My Town Topics 問 役場総務課広報・秘書係（☎ 82-4000）

まちの話題
My Town Topics

身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。

　ＮＨＫ教育テレビの音楽教養番組「クインテット」で
知られる宮川彬良さんと九州交響楽団を迎えたコンサー
トが、３月31日、オークホールで開かれました。コンサー
トでは芸術による交流促進事業（ＡＩＲ事業）で約１か月
間東峰村・添田町に滞在した５人の作曲家が、期間中に
触れた風土・歴史・文化・地域住民などから感じたもの
を音楽にした楽曲も披露されました。アンコールでは「マ
ツケンサンバⅡ」や「ゆうがたクインテット」など宮川さ
んの代表曲も演奏され、多くの観客が盛り上がりました。

ＡＩＲ事業　５人の作曲家と宮川彬
あ き ら

良

素敵な音楽でオークホールが満員に

↑宮川さんと九州交響楽団の演奏に多くの観客で満席となったオークホール

↑週末などは鉄道時よりも多い600人を超える乗客数を数えることも

　昨年８月の運行開始以来５万人を超える乗客を運んだ
ＢＲＴひこぼしラインに新車両が導入されました。カラ
フルな車両が特徴のＢＲＴひこぼしライン。新車両は沿
線の歴史、文化、豊かな大地をイメージさせ、日田彦山
線（鉄道）のラインカラ―でもあるブラウンをまといまし
た。４月９日12時47分発の日田行きから運行を開始した
新車両は「本日より運行を開始いたします。ひこぼしラ
イン、ひこぼしブラウン車両出発」というＪＲ九州バス
添田支店納

のうしょ

所支店長による出発合図で走り出しました。

ＢＲＴひこぼしライン新車両導入

ＢＲＴに「ひこぼしブラウンカラー」が仲間入り

　４月１日から７日までの１週間、九州朝日放送（ＫＢ
Ｃ）のテレビとラジオで添田町の魅力を紹介した「ふる
さとＷｉｓｈ」。テレビでは佐藤栄作さんによる「英彦
山スロープカー・花公園」からのお天気中継などが放送
され、ラジオではＫＢＣラジオ「ＰＡＯ～Ｎ」の中で中
島家住宅から寺西町長とタレントの徳永玲子さんによる
「玲子の踊る弥

いやさか

栄中継！」が行われました。中継で徳永さ
んは町内の酒屋「戸渡酒造」で販売中の「新酒しぼりたて」
などを堪能し、町長と一緒に添田町をアピールしました。

ＫＢＣテレビ・ラジオ「ふるさとＷｉｓｈ」

お酒を頂きながらラジオで街をＰＲ

↑ラジオ中継で徳永さんにマイクを向けられ町のアピールを行う寺西町長

↑（上）５年ぶりの稚児舞（下）お旅所で舞われた獅子舞（右）参道を駆ける神輿

　４月13日と14日、1,000年以上の歴史を誇る英彦山神宮
神幸祭が行われました。昨年、４年ぶりに３基の神輿が
揃った神幸祭。今年はその３基の神輿に加えて、４人の
稚児による稚児舞も５年ぶりに行われました。約800ｍ
ある石段の参道を舞台に初日は英彦山神宮奉幣殿から銅

かね

の鳥居付近のお旅所までを目指す「お下り」が、２日目
はお旅所から英彦山神宮奉幣殿を目指す「お上り」が行
われ、各日80人を超える男衆たちが「わっしょい、わっ
しょい」と約400キロにもなる神輿を担ぎました。

英彦山神宮神幸祭

勇壮！３基の神
みこし

輿が山を駆ける！！

↑通勤途中の車に交通安全を呼びかける寺西町長㊧と畠田町議会議長㊨

　４月６日から15日の間、「春の交通安全運動」が実施さ
れました。町では４月８日にＪＲ添田駅横広場、添田郵
便局前交差点、新城交差点で寺西町長、畠田議長をはじ
め、交通安全協会役員や老人クラブ役員などで街頭キャ
ンペーンを実施し、「歩行者優先意識の徹底と思いやり・
ゆずり合い運転の励行」や「自転車などを利用する時の
ヘルメットの着用」、「飲酒運転の撲滅」など交通安全を
呼びかけました。また期間中は防災無線での広報や朝の
通勤・通学時間の街頭啓発なども行われました。

春の交通安全週間街頭啓発キャンペーン

今日も１日、安全運転をお願いします

↑豊駒など一部のお酒は歓遊舎ひこさんでも購入できます（戸渡酒造）

↑採れたて・茹でたてのタケノコには手書きの絵で作ったラベルが貼られました（寄ってみ桝田）

　BRTひこぼしライン沿線の自治体で「ひたひこ沿線酒
蔵巡り」が行われ、添田町からは戸渡酒造が参加し４月
６日に数量限定でにごり酒が販売されました。また添田
駅前では戸渡酒造の試飲コーナーや手作りパン・惣菜な
どが出品された「駅前マルシェ」が、中島家住宅では本
格的な抹茶が味わえる「卯月お抹茶の宴」が同日開催。
さらに４月20日・21日には桝田地区のタケノコを楽しむ
体験イベントとして「寄ってみ桝田」が行われ、春の訪
れを感じるたくさんの催しで各地域が賑わいました。

酒蔵巡り・お抹茶の宴・添田駅前マルシェ・寄ってみ桝田

各地域が賑わった春のイベント

　４月20日と21日、英彦山スロープカーでお花見列車が
予約者限定で運行されました。今回初の試みとなるお花
見列車。通常どおり神駅に行き、英彦山神宮参拝後、帰
りは、普段は通過する花公園内で一旦停車してアイスや
ケーキなどとドリンクがセットになった英彦山デザート
プレートが車内で食べられるという特別プラン。参加者
は、デザートを食べながら車窓からきれいに咲いたしゃ
くなげや八重桜などを楽しんでいました。また、花駅駐
車場ではシシ汁やうば団子などの販売も行われました。

英彦山スロープカーお花見列車

見頃を迎えたしゃくなげを車窓から

↑車内からしゃくなげを堪能する参加者の皆さん

↑ワンちゃんのおやつ、ハンドメイドアクセサリー、お花の販売もありました（駅前マルシェ）

↑具だくさんのシシ汁販売

↑表千家茶道教授清水さん㊥によるお茶の振る舞いを楽しむ皆さん（中島家住宅）
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５月生まれ

HAPPY
BIRTHDAY

なぎくんお誕生日おめでとう♡こ
れからもニコニコ笑顔で元気に沢
山遊ぼうね♡

なぎくんお誕生日おめでとう♡こ

送信先

６月生まれの締め切りは、
5月13日㈪です。

三根 凪
なぎと

翔ちゃん 
５月19日生 ❶・添田中

はるちゃん♡6歳のお誕生日おめで
とう♡来年は小学生！！にぃにたちと
仲良く！元気いっぱい大きくなって
ね！！大好きだょ～♡

満倉 陽
はるた

大ちゃん 
５月４日生 ❻ ・添田東

★サークル「めだかっこ」（毎週火曜日）

▷７日／戸外遊び（給食）　▷14日／ヨガ講座
　（in 児童館）　▷21日／虹の会読み聞かせ（給食）
　▷28日／親子リトミック（給食）
★サークル「おんぶに抱っこ」（毎週金曜日）

▷10日／虹の会読み聞かせ　▷17日／親子健康
　教室・おっぱい相談　▷24日／ペッタンアート
　▷31日／そえだジョイ
★ベビーサークル「あっぷっぷ」

▷８日　▷22日／虹の会読み聞かせ
★マタニティサークル「ポコ・ア・ポコ」

▷９日
★衣類交換「ど～ぞ！」ウィーク／ 20日～25日

≪６月の予告≫　▷７日／消防署添田分署見学
※詳しくは「おんぶに抱っこ通信」で確認ください。
問 添田町地域子育て支援センター（☎ 85-0888）

地域子育て支援センター

　　　５月の予定

地域子育て支援センター

　　　５月の予定

 koho@town.soeda.fukuoka.jp
 問 役場総務課広報・秘書係（☎ 82-4000）

座講

ーー

教育のひろば

　今年度よりオーストラリア出身のスカーレット
オーローン先生が新しく添田町ALT として着任し
ました。ALT とは Assistant Language Teacher
の略称で、外国語が母国語である外国語指導助手
のことです。オーローン先生は令和6年４月から
１年間、町内の小学校と中学校で英語の授業の補
助を行い、児童・生徒の英語発音や国際理解教育
の向上を目指して指導にあたります。

◉今年度の町内小中学校の校長は、　次のとおり
　です。（異動なし）
　▽添田小学校＝益田　茂　校長
　▽中元寺小学校＝中瀨　博之　校長
　▽落合小学校＝長畑　理恵　校長
　▽真木小学校＝太田　優子　校長
　▽添田中学校＝中野　純孝　校長

添田町へようこそ！
スカーレット先生

問 教育委員会学校教育課（☎ 82-5963）

ハルト君、２歳のお誕生日おめでと
う♡パパとママの所に生まれてきて
くれてありがとう！ご飯をたくさん食
べて大きく育ってね♡♡

野北 遥
はると

仁ちゃん 
５月22日生 ❷ ・添田東

未就学児のお子さんの
写真を募集します。
①お子さんの写真　
②お子さんの氏名　
③名前の読み方　
④誕生日　⑤年齢　
⑥行政区　⑦メッセー
ジ（50文字以内）
⑧保護者の連絡先
を下記アドレスに送信
してください。 ↑中元寺小学校での授業で児童の自己紹介を聞くスカーレット先生

」

各 行 政 区 長
行政区 氏名 行政区 氏名
上 津 野 松 本 保 弘 峰地団地 鬼 丸 秀 雄
中 津 野 前 田 和 美 町 一 小 川 泰 壽
下 津 野 前 田 豊 喜 町 二 椎 野 英 樹
英 彦 山 藤 﨑 清 次 町 三 進 藤 彰 史
上落合一 古 谷 芳 男 町 四 畠 田　 学
上落合二 内 野 恭 一 伊 原 重 松 孝 士
下 落 合 ⻆ 﨑 敏 光 豊 川 安 方 泰 広
桝 田 藤 川 良 司 庄 東 西 山 則 一
一 ノ 宮 櫟 木 健 一 庄 中 奥　 圭 三
旧 三 崎 村 井 誠 治 庄 上 手 島 弘 紀
上中元寺 重 藤 暢 明 庄 西 松 下 信 彰
下中元寺 藤 川 利 幸 峰 地 北 松 嶋 義 彦
野 田 森 山 和 孝 桜 橋 谷　 政 利
添 田 東 林　 晋 一 新 城 道 園 久 志
添 田 中 中 園 博 文 岩 瀬 加 來　 勉
添 田 西 松岡伸一郎 真 木 木 下 芳 博
峰 地 折 口 和 廣 真木団地 池 本 初 枝

地域と行政をつなぐ
　　行政区長を紹介します

行 政区長は、町長に属する事務の一部を補助する
ために町長が地域と行政をつなぐ行政区の代表

として委嘱し、町広報紙や行政連絡文書などの配布、
避難行動要支援者の把握や災害発生時の連絡、町施策
の統括など、安全安心で住みたくなる、住み続けられ
るまちづくりの推
進役を担っていま
す。今年度の行政
区長と行政区長会
役員が決まりまし
たので紹介します。
（敬称略）
◉行政区長会役員
▶会長＝谷政利 (桜橋）　▶副会長＝畠田学（町四）、
道園久志（新城）、森山和孝（野田）　▶会計＝藤川利
幸（下中元寺）　▶監査 =内野恭一（上落合二）、前田
豊喜（下津野）　
なお、令和５年度末で退任された行政区長・組長で、
次の皆さんが永年勤続で表彰されました。（敬称略）
◉功労者表彰【行政区長】
▷林萌（庄上・８年）▷花菱賢二（新城・７年）　
◉功労者表彰【行政組長】
▷藤田具弘（英彦山・11年）▷米城洋子（添田中・６年）
▷岩本厚子（岩瀬・５年）　

（敬称略）

まちのホットNews

問 役場総務課総務係（☎82-1231）

行政区（隣組）に加入しましょう
　行政区（隣組）では、自らの地域をより良くするた
めに、お互いに助け合いながら、住みよい環境づくり
に取り組んでいます。行政区（隣組）に加入していな
い家庭はこの機会に加入し、一緒に地域を良くしてい
きませんか。行政区・組には、お住まいの地域の行政
区長・隣組長に連絡することで加入できます。詳しく
は問い合わせください。
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相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
　５月７日㈫、５月21日㈫、６月４日㈫
●補聴器相談（役場ロビー）
　５月10日㈮（15時～）、６月12日㈬（13時～）
●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
　５月14日㈫、６月11日㈫
※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
　５月14日㈫（10時～）、５月23日㈭（14時～）
問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）

●人　口　8,424 人（ー52人）
●男　性　3,980 人（ー28人）
●女　性　4,444 人（ー24人）
●世帯数　4,427世帯（+１世帯）

人の動き ３月末日現在（　）は前月比

●出生　０ 人
●死亡　22 人
●転入　27 人
●転出　57 人

警察署からのお知らせ
●自転車は車両です！自転車安全利用五則などの
交通ルールを守りましょう！
　【自転車安全利用五則】　①車道が原則、左側を
通行。歩道は例外、歩行者を優先　②交差点では
信号と一時停止を守って、安全確認　③夜間はラ
イトを点灯　④飲酒運転は禁止　⑤ヘルメットを
着用

問 田川警察署（☎42-0110）

３月の事故発生状況   （　）内は昨年同月比
種　類 発生件数 今年の累計

　物件事故 ６（－11） 36
　人身事故 ０（±０） ３
　死亡者 ０（±０） 0
　負傷者 １（－３） ３

19　広報そえだ（令和６年５月号）

○
能
登
半
島
地
震
災
害
義
援
金
募
金

▼
募
金
額
（
３
月
１
日
〜
３
月
31
日
）

24
万
５
４
３
９
円

※
４
月
１
日
、
日
本
赤
十
字
社
へ
送

金
し
ま
し
た
。

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

福
岡
県
で
は
、
毎
年
５
月
12
日
を

「
看
護
の
日
」、
12
日
を
含
む
１
週
間

を
「
看
護
週
間
」
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

５
月
18
日
㈯
10
時
30
分
〜

▼
と
こ
ろ　

ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡

▼
内
容　

▽
講
演　

▽
最
新
医
療
機

　

器
に
よ
る
看
護
体
験　

▽
血
圧
測

　

定
・
健
康
相
談　

▽
看
護
の
進
路
・

　

進
学
相
談
（
要
予
約
）
な
ど

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
（
公
社
）福
岡
県
看
護
協
会
事
業
部

事
業
課（
☎
092
―
402
―
１
５
１
７
）

　

身
近
な
人
を
救
う
た
め
、
と
っ
さ

の
手
当
て
や
日
常
生
活
で
の
事
故
防

止
な
ど
、
健
康
安
全

に
関
す
る
知
識
や
技

術
を
学
ぶ
講
習
を
開

催
し
ま
す
。

▼
講
習
内
容　

▽
日
常
生
活
に
お
け

　

る
事
故
防
止
や
救
命
・
応
急
手
当

　

▽
水
の
事
故
か
ら
人
命
を
守
る
救

　

助
方
法
や
応
急
手
当　

▽
健
康
増

　

進
の
知
識
や
高
齢
者
に
対
す
る
役

　

立
つ
介
護
技
術　

▽
乳
幼
児
に
対

　

す
る
事
故
防
止
や
応
急
手
当
、
看

　

病
の
仕
方　

な
ど

▼
受
講
資
格　

満
15
歳
以
上

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
、

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
く
だ
さ
い
。

問
日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部
事
業

化
講
習
普
及
係

　
（
☎
092
―
523
―
１
１
７
２
）

可
能
で
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

地
域
事
務
所

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

　

手
話
技
術
の
学
習
と
聴
覚
障
が
い

を
持
つ
人
へ
の
理
解
を
深
め
、
地
域

で
活
動
す
る
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

手
話
通
訳
者
を
養
成
す
る
こ
と
を
目

的
に
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

６
月
５
日
㈬
か
ら
11
月
27

　

日
㈬
ま
で
の
毎
週
水
曜
日　

19
時

　

〜
20
時
30
分
（
全
25
回
）

※
全
25
回
の
う
ち
３

回
は
19
時
〜
21
時
。

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク

　

ホ
ー
ル

▼
対
象
者　

①
町
内

　

在
住
ま
た
は
添
田
町
に
通
勤
通
学

　

し
て
い
る
中
学
生
以
上
の
人　

②

　

過
去
に
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入

　

門
編
を
受
講
し
、
修
了
証
書
を
授

　

与
さ
れ
た
人　

※
申
し
込
み
時
に
入
門
編
修
了
証
書

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
役
場
福

　

祉
環
境
課
窓
口
で
申
し
込
み

▼
受
講
料　

無
料

▼
定
員　

田
川
地
区
８
市
町
村
で
合

　

計
20
人
（
先
着
順
）

　
　

　

身
体
の
障
が
い
な
ど
に

よ
り
軽
自
動
車
税
の
減
免

措
置
を
申
請
す
る
人
は
、

必
要
書
類
を
期
限
ま
で
に

役
場
住
民
課
税
務
・
滞
納
対
策
係
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
障
が
い
の
区

分
や
級
な
ど
に
よ
っ
て
は
減
免
措
置

を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
提
出
期
限　

５
月
31
日
㈮

※
公
益
減
免
は
５
月
24
日
㈮
で
す
。

▼
必
要
書
類　

▽
令
和
６
年
度
軽
自

　

動
車
税
（
種
別
割
）
納
税
通
知
書

　
（
５
月
上
旬
送
付
予
定
）　

▽
身
体

　

障
害
者
手
帳　

▽
運
転
免
許
証　

　

▽
減
免
申
請
書
用
紙　

▽
マ
イ
ナ

　

ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン

▼
試
験
日

10
月
26
日
㈯

▼
会
場　

西
南
学
院
大
学
（
福
岡
市
）

▼
受
付
期
間　

５
月
７
日
㈫
〜
６
月

　

３
日
㈪　

※
当
日
消
印
有
効

▼
受
付
方
法　

郵
送
の
み

（
〒
103
―
０
０
１
２

東
京
都
中
央
区
日

　

本
橋
堀
留
町
２
―

　

８
―
５　

J
A
C

C
ビ
ル
５
階　

公
益
社
団
法
人
調

　

理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー
調
理
師
試

　

験
担
当

※
簡
易
書
留
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
書
配
布
場
所

福
岡
県
田
川

　

保
健
福
祉
事
務
所
健
康
増
進
課
健

　

康
増
進
係
（
田
川
市
）
ほ
か

問
（
公
社
）調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー

（
☎
03
―
3
６
６
7
―
1
８
1
５
）

▼
試
験
日　

６
月
21
日
㈮（
１
次
）　

▼
申
込
期
限

６
月
６
日
㈭

▼
受
験
資
格　

医
師
・
歯
科
医
師
の

　

免
許
取
得
者

※
自
衛
官
募
集
に
関
す
る
説
明
会
を

随
時
開
催
し
て
い
ま
す
。
ご
都
合
に

合
わ
せ
て
個
別
説
明
や
出
張
説
明
も

▼
申
込
期
限

５
月
24
日
㈮

問
役
場
福
祉
環
境
課
福
祉
・
障
が
い

者
支
援
係
（
☎
82
―
１
２
３
２
）

　

離
職
な
ど
で
再
就
職
を
希
望
す
る

人
を
対
象
に
、
専
門
知
識
や
技
能
を

学
ぶ
６
か
月
間
の
職
業
訓
練
で
す
。

▼
訓
練
期
間　

７
月
２
日
㈫
〜
12
月

25
日
㈬

▼
訓
練
科
名　

機
械
C

A
D
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

　

ン
科
／
定
員
12
人
、

　

ビ
ル
管
理
技
術
科
／

　

定
員
15
人
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
C

A
D
技
術
科
／
定
員
15
人
、
建
設

　

機
械
科
／
定
員
15
人
、
ビ
ジ
ネ
ス

　

ワ
ー
ク
科
／
定
員
15
人

▼
対
象
者　

公
共
職
業
安
定
所
（
ハ

　

ロ
ー
ワ
ー
ク
）
に
求
職
を
申
し
込

　

み
し
て
い
る
人

▼
受
講
料　

無
料
（
教
科
書
・
作
業

　

着
な
ど
は
自
己
負
担
）

▼
募
集
期
限　

６
月
６
日
㈭

▼
入
所
選
考　

６
月
12
日
㈬
／
筆
記

　

お
よ
び
面
接

▼
選
考
会
場

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

　

飯
塚
（
飯
塚
市
）

▼
申
込
先　

住
所
を
管
轄
す
る
公
共

　

職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
飯
塚

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
９
８
８
）

　

毎
年
好
評
の
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
。
今

年
も
紙
の
商
品
券
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
商
品
券
（
ひ
こ
P
a
y
）
を
販
売

し
ま
す
。
販
売
額
や
販
売
時
期
な
ど

は
6
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
添
田
町
商
工
会（
☎
82
―
０
２
４
４
）

▼
と
き　

５
月
12
日
㈰
９
時
20
分
〜

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル

▼
特
別
ゲ
ス
ト　
演
歌
男
子
S
h
i
n

　
（
14
時
ご
ろ
か
ら
出
演
）

▼
入
場
料

無
料

問
武
貞
眞
弓
歌
謡
教
室
武
貞
さ
ん

（
☎
080
―
３
９
５
９
―
８
０
６
３
）

　

バ
ー
通
知
カ
ー
ド　

▽
車
検
証

問
役
場
住
民
課
税
務
・
滞
納
対
策
係

（
☎
82
―
１
２
３
４
）

　

今
年
度
の
二
十
歳
の
つ
ど
い
の
日

程
が
決
ま
り
ま
し
た
。

▼
と
き　

令
和
７
年
１
月
12
日
㈰
13

時
30
分
開
式
（
受
付
12
時
30
分
〜
）

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル

▼
対
象
者　

平
成

16
年
４
月
２
日

　

〜
平
成
17
年
４

　

月
１
日
に
生
ま

　

れ
た
人

※
該
当
者
に
は
案

内
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

問
役
場
総
務
課
総
務
係

（
☎
82
―
１
２
３
１
）

Informationくらしに役立つ情報満載

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
知
ら
せ

図書館からのお知らせ
●蔵書点検のため休館します
　▶期間　5月20日㈪～31日㈮
※休館に伴い５月３日㈮～19日㈰までは、図書、
雑誌の貸出冊数を１人10冊までとします。ぜひ
ご利用ください。
問 町立図書館（☎82-4800）

令
和
６
年
度
調
理
師
試
験

軽
自
動
車
税
の

減
免
申
請
を
お
忘
れ
な
く

▶とき５月26日㈰ 11時～
▶ところ　英彦山神宮奉幣殿
▶内容　登山者の安全を祈願し、記念手ぬ
　ぐいを配布します
※山頂祭は中止します。
※記念手ぬぐ
いは、祈願祭
終了後から15
時まで、英彦
山青年の家で
も配布します。
問 役場商工観光振興課商工観光振興係
　 （☎ 82-1236）

第58回英彦山山開き

夏山シーズン到来です！

そえだジョイ休館日
清掃・施設点検などのため
▶とき　５月27日㈪、28日㈫

問 そえだジョイ（☎82-2600）
令
和
６
年
度
二
十
歳
の
つ
ど
い

武
貞
眞
弓
歌
謡
教
室

春
の
歌
祭
り

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

基
礎
編
受
講
者
募
集

【
４
月
10
日
㈬
開
催　

総
会
審
議
結
果
】

▼
農
地
法
第
３
条
に
か
か
る
所
有
権
の
移
転

　

・
・
・
３
件
／
面
積
１
８
２
６
㎡
を
許
可

▼
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
く
利
用
権
設
定

　

・
・
・
29
件
／
面
積
６
５
９
３
０
㎡
を
許
可

※
令
和
６
年
６
月
開
催
の
総
会
に
か
か
る
農
地
申
請
の

締
め
切
り
は
、
５
月
24
日
㈮
で
す
。

問
添
田
町
農
業
委
員
会
（
☎
82
―
１
２
３
７
）

定の

農業委員会報告

▼
香
典
返
し　

▽
故
園
田
ミ
チ
コ（
上

　

津
野
）
▽
故
中
野
寿
（
上
落
合
一
）

　

▽
故
木
村
文
明
（
上
中
元
寺
）
▽

故
丸
本
幸
子
（
添
田
東
）
▽
故
安

　

藤
博
文
（
添
田
東
）
▽
故
塚
本
信

　

男（
添
田
東
）▽
故
田
中
俊
秋（
添

　

田
西
）
▽
故
山
口
修
治
（
町
四
）　

　

▽
故
石
川
ア
キ
ノ
（
豊
川
）

　
　
　
（
令
和
６
年
４
月
12
日
現
在
）

自
衛
官
等
採
用
試
験

【
第
１
回
医
科
歯
科
幹
部
】

公
共
職
業
訓
練
生（
７
月
生
）を

募
集
し
ま
す

２

免

ク
ホ

ル

看
護
フ
ェ
ス
タ
福
岡
２
０
２
４

赤
十
字
に
よ
る
講
習
会

今
年
も
商
品
券
を
販
売
し
ま
す

見本



令
和
６
年
５
月
号

そ
え
だ

2024

◇
印
刷
／
丸
五
印
刷
株
式
会
社

※
広
報
そ
え
だ
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

広報

◇
発
行
／
添
田
町
　
◇
編
集
／
総
務
課

〒
824-0691　

福
岡
県
田
川
郡
添
田
町
大
字
添
田
2151

番
地
　
　

☎
0947- 82-1231　

FA
X
0947-82-2869

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://w

w
w
.tow
n.soeda.fukuoka.jp
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令
和
６
年
、
新
年
度

を
迎
え
１
か
月
が
経
過

し
ま
し
た
。
小
・
中
学

校
も
新
入
生
を
迎
え
、

そ
れ
ぞ
れ
が
新
た
な
気
持
ち
で
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
役
場
も
新
し
い
職
員
を
迎
え
一
致
団

結
、住
民
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
い
一
緒
に
な
っ

て
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
こ
う
と
、
心
を

新
た
に
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
▼
４

月
は
行
政
区
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
総
会
が
開
催

さ
れ
、
B
Ｒ
T
ひ
こ
ぼ
し
ラ
イ
ン
も
新
車
両

を
導
入
、
B
Ｒ
T
ひ
こ
ほ
し
ラ
イ
ン
沿
線
の

酒
蔵
巡
り
（
添
田
町
は
戸
渡
酒
造
が
参
加
）、

添
田
駅
前
で
の
添
田
駅
前
マ
ル
シ
ェ
、
英
彦

山
神
宮
の
神
幸
祭
、
恒
例
の
中
元
寺
の
ヤ
マ

メ
釣
り
大
会
な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
添
田

町
を
訪
れ
皆
さ
ん
と
共
に
元
気
で
楽
し
い
ま

ち
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
も
「
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
」
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
よ
う
。
▼
さ
て
、
先
月
号

で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
副
町
長
が
新
た
に
就

任
し
ま
し
た
。
柴
田
和
紀
さ
ん
で
す
。
皆
さ

ん
と
共
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
そ
れ
で
は
こ

の
欄
で
、
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
柴
田
副
町
長

が
ご
挨
拶
い
た
し
ま
す
。
▼
皆
さ
ん
、
は
じ

め
ま
し
て
。
４
月
１
日
付
で
添
田
町
の
副
町

長
に
就
任
し
た
、
柴
田
と
申
し
ま
す
。
出
身

は
福
岡
市
で
す
。
日
本
三
大
八
幡
宮
と
し
て

有
名
な
筥
崎
宮
の
近
く
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し

た
。
昭
和
55
年
生
ま
れ
の
、
現
在
43
歳
で
す
。

添
田
町
に
来
る
前
は
、
福
岡
県
庁
の
職
員
と

し
て
様
々
な
業
務
に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。

直
近
で
は
、
県
の
広
報
誌
や
広
報
番
組
の
制

作
、
ま
た
、
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
取
材
の
対
応

や
県
知
事
の
定
例
記
者
会
見
の
準
備
と
い
っ

た
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
添
田
町

に
は
こ
れ
ま
で
ご
縁
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
就
任
を
機
に
、
町
内
に
ア
パ
ー
ト
を
借

り
て
住
ん
で
い
ま
す
。
４
月
は
、
休
み
の
日

に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
な
が
ら
町
内
を
巡
っ
て
み

た
り
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
ひ
こ
ぼ
し
ラ
イ
ン
に
乗
っ
て

歓
遊
舎
ひ
こ
さ
ん
ま
で
お
買
い
物
に
行
っ
た

り
し
ま
し
た
。
歓
遊
舎
ひ
こ
さ
ん
に
行
っ
た

日
は
添
田
マ
ル
シ
ェ
の
開
催
日
で
し
て
、
そ

こ
で
戸
渡
酒
造
さ
ん
の
お
酒
を
試
飲
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
美
味
し
く
て
す
ぐ
に
そ
の
足
で

「
本
醸
造
の
に
ご
り
酒
」
を
買
い
に
行
き
ま
し

た
。
に
ご
り
酒
は
美
味
し
す
ぎ
て
、
す
ぐ
に

飲
み
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
…
反
省
。
そ

れ
か
ら
、
英
彦
山
神
宮
の
神
幸
祭
に
も
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
１
日
目
の
お
下

り
、
翌
日
の
お
上
り
の
両
方
で
神
輿
を
担
が

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
し
、
そ
の
際
、
稚
児

舞
や
獅
子
舞
、
鉞
舞
の
奉
納
も
間
近
で
初
め

て
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
古
く
か
ら
信

仰
を
集
め
る
霊
峰
「
英
彦
山
」
の
歴
史
の
一

端
に
触
れ
る
、
と
て
も
貴
重
な
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
就
任
に
係
る
あ
い
さ

つ
回
り
や
地
元
の
会
合
な
ど
へ
の
参
加
を
通

じ
て
、
町
の
方
々
と
も
お
話
さ
せ
て
い
た
だ

く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
初
め
て
お
会
い
す

る
方
ば
か
り
で
し
た
が
、
私
に
対
す
る
皆
さ

ん
の
言
葉
や
表
情
が
温
か
く
、
と
て
も
嬉
し

い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
新
参
者
で
若
輩

者
の
私
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
寺
西
町
長
を
補

佐
し
な
が
ら
、
私
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

経
験
を
活
か
し
て
、
私
を
温
か
い
気
持
ち
に

さ
せ
て
く
だ
さ
る
添
田
町
の
皆
さ
ん
の
た
め

に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
精
一
杯

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
お
世
話
に

な
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

添 田中学校で４月10日、町内各小学校で４
月11日に入学式が行われました。今年の

新入生は添田中で53人、添田小44人、中元寺小
5人、落合小２人、真木小１人でした。

小・中学校で入学式

小小小

　 落合小学校では新１年生２人が

先生に導かれ、 希望に満ちた笑顔

で入場。 式が始まると少し緊張の

様子でしたが、 ６年生の学校紹介

に笑顔がはじけていました。 式終

了後の教室では学校生活の約束と

固い握手を先生と交わしました。

落
合
小
学
校

  今年からブレザータイプとなった
真新しい制服に身を包んだ新入生。
校舎建替えのためオークホールで
行われた添田中学校の入学式では、
新入生を代表し、 高千穂有陽さん
が 「学校のきまりを守り、 仲間を
大切にして、 学校生活をおくりま
す」 と誓いの言葉を述べました。

添
田
中
学
校

5人5人

ユニバーサルデザイン（ＵＤ）の考えに基づいた
見やすいデザインの文字を採用しています。

◉火災に関する情報は☎ 42-0119で確認ください。

105人の新入生の皆さん、入学おめでとう♪

４月月田中田中田 学学校学校で４で４ 10日、町内町内各小各小学校学 で４
月111 入学式が式が行わ行 れまましたた。今。今年の年の日にに入学入

中学校で入学式小小・中10055 入生の皆皆さん、入学おおめででとととととううううう♪♪♪人人の新入生
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